
令和５年４月１日現在

3 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

130 人

110 人

90 人

20 人

105 人

0 人

5 人

0 人

0 人

0 人

0 人

2 人

0 人

4 人

104 人

0 台

0 台

2 台

4 台

6 台

年額 42,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

03(3478)0149

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 東京都
所在地

〒107-0062　

市町村名 港区 東京都港区南青山二丁目１６番９号

消防団事務所管 赤坂消防署警防課 電話番号（直通） 03(3478)0119 FAX

消防団名 赤坂消防団 メールアドレス akasaka2@tfd.metro.tokyo.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

「赤坂・青山を世界一安全なまちに」
火災等の災害活動をはじめ、各種警戒活動、地域の自治体、事業所等における

救命講習や防災訓練において指導者として活動し、地域の多くの方々に貢献しま
した。
また、災害実態に応じた活動能力の向上を図るために、実戦的な訓練を継続し

ています。総合震災消防訓練では、署隊と連携し、遠距離送水訓練（６５ｍｍ
ホースを２５本延長）及び大量放水訓練を実施しました。救出救助訓練では、震
災用救助資器材（削岩機、チェーンソー、ストライカー等）を活用し、模擬倒壊
家屋等からの要救助者の救出訓練を実施し、活動能力を向上させました。


